





























はじまり、明治初期には大阪に正教が伝えられたとされる。明治四十三年（一九一〇） 、大阪天満橋に木造ビザンチン式の聖堂が建立され、 「生神女庇護聖堂」と名付けられた。昭和二十年（一九四五） 、戦災により焼失。その後、 昭和三十七年 （一九六二 に現在の吹田の地 新しい聖堂が建てられ、前聖堂と同じく 「生神女庇護聖堂」と名づけられた。現在の大阪ハリストス正教会である。　
中井桐園の長男で、中井竹山・履軒の曽孫に当たる中











は急速に展開し、その後、水口神父が大阪大学に来学され、講演会の骨子を検討した。そして、二〇一〇年十月九日（土）に大阪大学豊 キャンパス文系総合研究棟三〇一教室を会場として講演会を行うこ が決定 たのである。　
講演会当日、参加者は二百二十名の多数にのぼり、大
阪大学を代表して筆者が開講 挨拶 述べた 講演会が始まった。講演者は、在ロシア日本大使館広報文化部現地職員のアレクセイ・ポタポフ氏、および大阪ハリストス正教会の水口神父である。三時間におよぶ講演会であったが、内容はきわめて充実したもので ハリストス
正教会関係者は、改めて正教会と懐徳堂との関係を再認識され、また、大阪大学・懐徳堂関係者は、中井木菟麻呂が思わぬところで高く顕彰されている事実を知ったのである。　
以下では、このお二人の講演の模様を記録した。原則
として、講演を記録したビデオ画像をもとに、 わゆるテープ起こししたものであるが お二人が板書された内容や使用された画像の一部は割愛している。
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